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〔科目の概要〕

めまぐるしく変化する現代社会において、子どもをとりまく人間関係が大きく変化してきている。そのような状況のなかでの子どもの多様な人間関係を
多角的に理解するための基礎を学ぶ。また子どもが望ましい人間関係を育むことができるようにするための保育者の役割や、保育内容人間関係の領域に
関わる教育課程及び指導法について学ぶ。授業を通してグループワークの方法についても学び、ファイ―ドバックを通して学びを深め、今後の学びに活
かす。

〔この科目を通して獲得を目指す力〕 〔関連DP〕

保育内容の人間関係の領域における基本的知識を身に付けている。 1-c 1-e

対象学生 ⅠＡＢ
授業科目 保育内容演習（人間関係）

実 施 期 前期 単位数 1単位
授　業
担当者

高岡　昌子

科目ナンバー C7405

要　件
教職必修
保育必修

授業形態 演習

〔授業の内容〕 〔実施日〕 〔授業時間外学習の内容〕
「保育内容Ｃ（人間関係）」という授業の説明
授業の内容と参加方法・グループワークの方法について

月　日 シラバスを熟読しておく。

保育内容の人間関係の領域に関わる教育課程及び指導法について学び、実践力につながる基本を身に付けている。 2-d 3-c

子どもが望ましい人間関係を育むことができるようにするための保育者の役割について理解し、保育内容の人間関係の領域に関わる教
育課程及び指導法について考えることができる。

1-c 3-d

人間関係力を育む保育実践計画を積極的に考えて準備して実践しようとする姿勢をもっている。
2-b 4-c 4-

d

人とのかかわりを培う保育の基本②　遊びのなかで育つ人間関係力 月　日
遊びを通して人間関係力が育つことを知り、遊
びの重要性について書かれた部分を読む。（0.5
時間）

育ちに応じたかかわりと援助・指導 月　日
育ちに応じて援助・指導方法をかえる必要があ
ることについて書かれた部分を読む。（0.5時
間）

保育内容における人間関係の領域について 月　日
保育内容における人間関係の領域の部分を読
む。（0.5時間）

人とのかかわりを培う保育の基本①　保育者の役割 月　日
人とのかかわりを培う保育のための保育者の役
割について書かれた部分を読む。（0.5時間）

保育内容人間関係領域に関わる連携の必要性　保幼小の連携の必要性など（獲得を目指す
力の確認）

月　日
保育内容人間関係領域に関わる連携の必要性に
ついて考える。（1時間）

人間関係力を育む保育実践学習①：グループ研究 月　日
人間関係力を育む保育実践の例を知り、自分が
取り組みたい課題を考える。

気になる子どもの人間関係づくりと援助・指導 月　日
気になる子どもの人間関係づくりと援助・指導
について考える。 （1時間）

障がいのある子どもの人間関係づくりと援助・指導 月　日
障がいのある子どもの人間関係づくりと援助・
指導について考える。（1時間）

人間関係力を育む保育実践学習④：研究発表，全体討議，フィードバック 月　日
グループで協働して人間関係力を育む保育実践
発表のための準備をする。（1時間）

人間関係力を育む保育実践学習⑤：研究発表，全体討議，フィードバック 月　日
グループで協働して保育実践計画通りに行える
ように練習して準備する。（1時間）

人間関係力を育む保育実践学習②：グループ研究 月　日
グループで協働して人間関係力を育む保育実践
計画を考える。（1時間）

人間関係力を育む保育実践学習③：グループ研究 月　日
グループで協働して人間関係力を育む保育実践
計画をたててみる。（1時間）

まとめと自らの学びを省察して自らの今後の課題を把握する。 月　日
要点を再確認して自らの学びを振り返る。（1時
間）

〔教科書・テキスト〕 〔成績評価の方法〕

「保育所保育指針解説書」厚生労働省（著）フレーベル館
「幼稚園教育要領解説」文部科学省（著）フレーベル館
※上記の2冊は他の授業においても教科書指定されている。
「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」内閣府・文部科学省・厚生労
働省（著）　フレーベル館

出席…　30％、授業態度…　20％
発表・レポート・その他の課題…　50％

人間関係力を育む保育実践学習⑥：研究発表，全体討議，フィードバック 月　日
自らの保育実践演習を振り返り、省察する。（1
時間）

保育内容（人間関係）のまとめと自らの学びの程度を把握する。 月　日
保育内容演習（人間関係）で学んだ内容をまと
め、要点を覚える。（1時間）

〔連絡先・オフィスアワー〕

連絡先：     taka@narabunka.ac,jp オフィスアワー：

〔参考書・教材〕
「子どもの心の育ちと人間関係 ―人を育てるためのかかわりと援助― 」寺見陽子（編著）保育出版社　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他の
参考書については授業で随時紹介する。必要に応じて資料プリントを配付する。

〔履修要件及び履修上の注意事項〕
実習に向けて必要な課題に取り組む。積極的な参加が必要。この授業では、グループ研究活動や発表もあるため、無断欠席や遅刻は他者に多大な迷惑を
かけることになるので、欠席や遅刻をする場合は授業で指示するとおりに必ず連絡してくること。また授業には教科書や配付された資料プリントなど必
要とされた物を全て毎回持ってくること。

〔履修上の遵守事項〕 　　
15分以上の遅刻は欠席とみなす。また、遅刻３回で欠席１回とみなす。



<チェックシート>

　　　　　　　　　　　　基準
指標

レベル１ レベル２ レベル３

ア

保育所保育指針と幼稚園教育
要領、幼保連携型認定こども
園教育・保育要領解説におけ
る保育内容における人間関係
の領域に関する基本的知識

保育内容に人間関係の領域が
あることを知っている。

保育所保育指針と幼稚園教育
要領、幼保連携型認定こども
園教育・保育要領解説におけ
る保育内容人間関係の領域を
読んで学んだ。

保育内容における人間関係の
領域における基本的知識を説
明できる。

イ
①

保育内容の人間関係の領域に
かかわる教育課程及び指導法
の基礎

保育内容の人間関係の領域に
関わる保育者の望ましい姿勢
について知っている。

保育内容の人間関係の領域に
関わる保育者の望ましい姿勢
について説明できる。

保育内容の人間関係の領域に
関わる保育者の望ましい姿勢
を身に付けている。

イ
②

子どもたちの人間関係力を育
むために必要な保育者の望ま
しい姿勢と保育・教育方法

子どもたちの人間関係力を育
むために必要な保育者の望ま
しい関わり方を知っている。

子どもたちの人間関係力を育
むために必要な保育者の望ま
しい関わり方について説明で
きる。

子どもたちの人間関係力を育
むために必要な保育者の望ま
しい関わり方を身に付けてい
る。

ウ
①

子どもが望ましい人間関係を
育むことができるようにする
ための保育者の役割

子どもが望ましい人間関係を
育むことができるようにする
ことの重要性を理解する。

子ども自らが望ましい人間関
係を育むことができるように
するために必要なことについ
て考える。

子どもが望ましい人間関係を
育むことができるようにする
ための保育者の役割について
の考えを深めることができ
る。

ウ
②

保育内容の人間関係の領域に
関わる教育課程及び指導法に
ついての思考

保育内容の人間関係の領域に
関わる教育課程及び指導法に
ついて知っている。

保育内容の人間関係の領域に
関わる教育課程及び指導法に
ついて説明できる。

保育内容の人間関係の領域に
関わる教育課程及び指導法に
ついて考えていくことができ
る。

　この科目を通して学んだこと、獲得できた力、できなかった課題等

エ
人間関係力を育む保育実践計
画を積極的に考えて準備して
実践しようとする姿勢

人間関係力を育む保育実践計
画を積極的に知ろうとしてい
る。

人間関係力を育む保育実践計
画を積極的に考えていこうと
している。

人間関係力を育む保育実践計
画を積極的に考えて準備して
意欲的に実践しようとする姿
勢をもっている。
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